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馬鈴薯パイラス病の兎疫率的研究

第 3報 i連葉モザイク権病馬鈴薯に於ける

Xノfイラスの分布及び濃度

村山大記・山田守英・松宮英規

lmmunological studies on the potato' virus dIseases. 

IIL The distribution and concentration of X virus in the 

potato plants aHected with crinkle mosaic disease. 

By Daiki Murayama， Morihide Yamada and Hidemi Matsumiya 

I.緒言

馬鈴薯漣葉モザイク病はχ及び Yパイラス

の複合感染に{i{つで辿る病害である。かかる抗H病
馬鈴薯休内に於て X及びYパイラスが如何なる

欣態のもとに存在するか，又疾病の経過にj'¥!.って

之̂.tFFl'iパイラスが如何なる消長を示して行くか，

1liに以上の磁j係と病徴の推移との聞の開謹は如何

であるか年の問題についてはあまり研究がなされ

ていないよ去でるる。

以上の諸黙をH月かにする需に私共は先歩漣葉

モザイク阪府民鈴薯体内に於ける X及びYパイ

ラスの分布及び濃度主主ぴに消長を夫等パイラスの

複合欣態のもとに於て血清準的に研究を行う事と

した。然し供試の漣葉モザ、イク竹H病馬鈴薯搾ff-に

での沈降反腔;に於て該汁i夜はYパイラス抗1fn.清に

11する反睦liJ>'一般に著しく弱く，明瞭な反胞:を示

さなかったので、 X及び Yパイラスを相五的関連

のもとに於いて充分に比校研究する ~fí.が出来なか

った。それ故本質険に於ては先十Xパイラスのみ

を釘象となし，i連葉モザイク抗日病民鈴薯体内に於
ける分布及び濃度について血清串的に研究を行

い， Yパイラスの分布及び濃度位び、にXパイラス

との関連共の他の問題についてはより高き力債を

有するYパイラス抗血清を符る事が必要で、あり，

共者;についてはて今後の研究に侠つ事とした。猫

Ross (1940)に依ると Yパイラスの濃度は Xパイ

ラスの存在に依り鑓化はないが， Xパイラスの濃
度はXパイラス単調で馬鈴薯(Placid)に接積した場

合よりも X及びYパイラスを接種した場合に遣

に多く， Xパイラスの mi1dstrainの場合には共設

は約 5 佑にj主したとの~çである。

布{(物パイラス病に於て111¥病布((物体内に於ける

パイラスの分イ，i或は濃度に闘する研究は頗る多い

が，之勾;についてJfn.消息的に研究されたものは割

に少ない主去である。

松本及び千，1，探(1932)はクパコモザ、イク・肢病タ

パコの各部(花干11"，主主U:部，同部着生繋，翠下部，

阿部着生葉， j也際部，根上部及び下部)には病徴

の有無に拘らすコ，病原性のある丹~.には全て抗原性

物が存在して必り，実と根に於ては大休同祝度の

反腔¥(沈降反!監)を示し(殻病の後期j)，窒は一般に

抗原性が弱いとillhべ，主主くで両氏 (1933)は同病柿i;病
タパコの木質部にパイラスの存在ナる事a:読した。

Gratia (1933)及び_Beale (1933)はパイラス濃度と
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沈降反l庄の枯:!.I~との Il\ J ~乙相附闘併、があり，沈降反

!症をか、てパイラス濃度を?;Ilる事がH¥米ると辿べ，

前者は果皮の汁i夜にては 5分1mにて沈降反l配が現

われるが， :EIH'の内郊の汁液にては反l庄が生じな

いと報合した。松本及び21;'拠(1935)は耐.清接的}j

誌に1~{ り研究を行い，タバコモザイク病パイラス

は葉では濃株の部より淡紘の部に多く， r+i ijJjでは

具111与に反して少なく，荒い葉に於ては全く説明11¥

来ぬ~fがるった。又ï~1てより根に多く，木賞部にて

は相常反!If.が顕著に現われたと報骨した。 Gratia

及び Mani1(1936)も血清反肱に依りタバコモザ

イク抗日病タバコの事，花冠(槌色部)にはパイラス

が存在するが，雄謹及び雌誌には存在しない:ftfを
認めた。松本(1941-43)はタパコモザイク病ノξイ

.ラスをタバコに接積し，血清接的方法(micro-sero唱

logical method)に依って，接和後2筒月以上に11

り該パイラスの接種杭物体内に於ける分布及び;民

度を迫求し，更に木良部或は花器に於ける該パイ

ラスの分;{/I及び濃度についても詳細に研究する所

があった。更に同氏(1943)は刻M1欣斑醍i病パイラ

スとモザイク系斑貼病パイラスとの縦約グパコ休

内に於ける分布及び濃度について血清皐主的に比較

研究した。

本研究は昭和25"1三より26年の存迄に行いしも

のにして昭和25年度丈部省自然科・撃研究費の有¥ill)J

を受けて行われたものの一部である。同省に釘し

感謝の意を去する。

II.責験材料及び方法

抗原: 漣葉モサ、イク抗u病馬鈴薯を株ごと掘
り取り， i成立iした刃物を以て花器と柴養器l-rとに
分け，又夫々を各部分に分けて切り取った。花器

は花梗(土，下人事片，花排，雄1t，雌it~þ.及び、子lJ}

の各部に分け，柴養器官は上，中及び下葉，翠(J:'.，

中，下)旬校，塊翠及び、根に分け，又;fi長期賞験室内

に保存した艇病塊翠よりのffJf芽をJI1いた。
花器に於ける寅験にては寅験1固に付 15閃O一

2001作伽例[1，仏附1，川'，1の，抗.¥1Ui

にて注意して分けアたζが，雄政の下部は花排に符着

している故に!j去に注意し花湖沼附着しない椋にし

た。花艇は分岐部より上，下に分けた。花は開花

盛期のものを集めて供;:えした。

多くに柴養器官にては葉はJ~.，中及び下位の葉

を1-3校宛， 翠は上， 中及び、下位の各部を夫々

5-10cmの長さに切り取り， 共等を車iIIかく切っ

て搾nを得た。
組及び1J，J枝はよく洗って後水分をよく拭い取

ってから搾汁を得た。塊ii'ては 1株に 3111il以上ある

際にほん ql，小の 3例(大は 30N以上， 中は

15-290，ノj、は 14d.l以下)を川いた。塊煮はよく

水洗して後大根卸しにて併り汁液を符た。

以上の各部は滅菌乳鉢中にて充分に!持決し後

カ。ーゼにて捕し，汁液に Na~HP04を加え充分担-

t'lo後静置し，後遠心分離を行いその上清た用いた。

又搾汁を直ちに凍結(約一30
0

C.)せしめ，後融解後

遠心分離を行いその上11号を用いた事もある。材料

の少ない場合には 2高1ffMerzonin 7Kをカ!lえて沈

降反聴に要する景に迷する迄最低稀科液を作り，

それを遠心分離した。上市ーが清澄でない場合(と

れば葉の搾汁に於て特に著しい)には凍結融解，

遠心分離後更にその上清を Seitz泌過器にて施し

た。(但し汁液の少ない場合にはパイラスの吸着が

ある故憾過は行わや)汁液を稀科する場合には全

て2高佑 Merzonin水をJIjいた。

抗胤お!;:作り方は前報告 (Hl49，50， 51)と

同:j:~~である o

沈降反肱: 前報告(1945，50，51)と同校である。

接柿験試: トマト (Marglobe)及びタバコ

(White Burley) (共に草丈 10-15cm)をJIjい，摩擦

訟に依った (carborundum(280 mesh)使J!j)。

納抗n病者t(物の果賓を得んと努力したが，抗日約
株(主として男詩薯，紅丸及び、農林 1披)には殆ど

着よlミせや，絡によ良質何)1子)に於ける Xパイラスの

分布及び濃度については貫験を行う事が出来なか

った。

III. 費験結果

本軍験にては漣葉モザイク抗日病馬鈴薯を花器

と柴養器官とに大別し，夫々の部{立に於ける Xパ

イラスの分布及び、濃度についてlI'n.i背反匝;をJjjいて
質験を行ったが，花器に於ける質験にては全てX

バイラス抗血清は格末稀稗倍敷を 16，32，64， 128 

及ぴ256佑として寅験を行ったが夫にては簡単に

16佑鴻耕に於ける結果のみを掲げた。栄養器官に

於ける貫験にては抗胤清は絡末稀科倍数16協のみ

にて寅験を行った。
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A. 花 器

寅験UO

7月19円北大岩場に於ける漣葉モザイク縦約

見侍著(前年度縦約株よりの薯)の花部を採取し，

苓)t-，花排，雄;l~L 雌泣及び

賞験
月 H

7月22F1

第 1園 J馬鈴葬(品目L)の花落

賓験を行った。事片，花耕一及び¥燥す;iにては搾汁を
月1いてトマトに接腕を行った。 fよH妄杭杭物{宅少な

る岱 3-1吾稀科液のみにて接柿ーを行った。雌五及び

子房にては搾汁t'ii少にて接聞を行う:ttf-iJqH来なか

った。

害管(為市¥3iJ~~で?に開|備考

X: 羽lji::不能

抗原稀樗f奇数は抗血清と混合する前の倍数，以下同

様。 接積試験に於ける分母は接種捕物鍛，

分子は:疫病植物数。

木賞験にては草月ーに於て他の部分よりXパイ

ラえの濃度が再:Jかった，

向同一抗原を以て Yパイラス抗血清(<II$*f義

料倍数 16及び32俗)と沈降反肱を試みたがlリj瞭

な反ltを生七なかった。とれば抗日病馬鈴薯花器に

於ける Yパイラスの濃度が樹めて低い震と思われ

る。

賓験第2

7 月 22日北大農場に於ける漣架モザイク抗~;病

馬鈴薯(男惇薯)について前同様にして賓験を行っ

た。 接F市試験にてはタパコ(羽lhiteBurley)を1JI，:J1j 

した。

第 2表

品種|部位 6 11212414819611匁 1384
備考

事片 十十 ++ 十 + 一 5(日接種試験
花郷 十 + 土 一5(5 

にては6
倍汁i夜を

男爵主事 雄誌 十 十 一 5(5 用いた。
阿td江 × 士 十 土 ー

子房 十 土 一

本質験に於ては草片に於てXパイラスの濃度

が高かった。

質検第 3

7月28日札幌;市内馬鈴薯品に於ける漣葉モザ

イク慌病紅丸の花部を月1いて賓腕を行った。

第 3表

I供 | 凡厚稀軍事 fJ'f重正
賞験|ー」LT」ユー!

月 HいL穏部位L:16 [ 12 124 148 [ 9611児
花棟上 十 十 士

花梗下 + 十 一
苓片 十 ート 十 「一 十

7月28日 最E丸 花鱗 今+ ト+ 十 十

ま佐 古「 寸十 十 イト 士

料~ iiffi × 土

子房 一 一

以上よ!)事g-及び花排に於て濃度高く，子房
にてはパイラスが検出されなかった。

賀験第4 • 
8月3日北大農場に於けるi連葉モザイク抗日病

是正丸を供ii，えした。

本貫験にては雌蕊，草)片T及び
がi高F虫勾1詰j<し， 子5民3に於ては賄どパイラスの千存j子主マず布l巨1が認め
られなかつたo
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百骨lt二~ 13 1 ~IJ~~ i 2~1-: 1~1192 
花梗上 十+ + + 

花梗下 性十 ++ 十 十

苓片 今寸 +十 +十 十十 ート

8月31'1 紅丸 花級車 十+ 十+ 十十 + 土

時1・~~~ 十十 + 

阿~ ~ti +.+ +十 + 十

子房 土 ム」ー 一

質験免iC5 

8月8日北大農場に於ける限病紅丸を供試し

7ζ。

第 5表

_ a  ̂I供 試| 抗原稀搾倍鍛

首官!瓦可瓦i瓦|3i6112124i佑 1961192
l花板j二 十+ +ふ + + ート
花梗下 制ドト +十 十 十 士 一一

苓 n-骨子 -Itf 特十 十+ 寸寸 十一

8月8日 高E丸 花級車 ++ 十ふ ++ 十+ ート

持t ~~" ++ 十 士 十 十

州t jl~i 十十 十ト 十 +1+ 

子房 土

前同様雌誌及び革片に於て濃度声iく，-7-民に

ては殆どパイラスが検出されなかった。

以.上の結果を綜合すると弐去の虫nくになる。

第 6表

供試資験
抗原稀樗ー官薮

部位番競 3 I 6 I 12 i 24 I 48 I 96 i 192 i 3倒

3 十 寸ー 士
花梗J: 4 十+ 十 十 士

5 ++ +.~ 十 ←L 十

3 十 + 
花梗下 4 +H- 十+ 十 寸ト 一

5 廿十 十十 十 ート 土• × × 卦十 村十

2 トト 十+ 十 でト

:i!.'i片 3 斗4 十 十 + 十 一
4 十+ ++ 十十 寸十 + 
ラ 村+ 長十 +仲 +十 +十 十

十十 十f 十十 十

2 十 十 ート

花郷 3 ++ ++ 十 十
4 ++ 十十 サ+ 十 土
.5 十+ 什 十十 十十 十

此一一品 抗原稀陣倍数

指詮 l 毒薬:3 1 6 1121241侭 1961192[384
十十 十f 土

2 十 + 
対I~ J~r: 3 十+ + 十 士

4 ++ ート
5 十十 十 土 十 + 土

十 十

2 × 土 + 土
阿n ~i[; 3 × 土

4 ++ 十十 十 十
5 十+ 十+ + 十 十

十十 土 十 士
2 + 土 一

子房 3 一

4 土 土

5 土

抗血涜i終末稀線倍数16倍 X:卵IJJ主不能

質検第 1:男爵薯， 7月19日 第2:男爵若年， 7月22日

第3:航丸， 7月28日第3:紅丸， 8月3日

第日:紅丸， 8月8日

以.1-.の結果より花梗(上，下)，苓片，花排，雄

正~L 雌百五及び了・民には全て Xパイラスの存-Ú:が認

めpられた (1~11 々の場合にはパイラスの存たが認め

られない事もるった.¥0

共等の1'11花梗，革片，花排及び雌訴には雄主;i

及び子Mに比較してパイラスの濃度が正:jく，一般

に草月Aに於て最もi民度がr" ~Jかった。花却に於ける

濃度は草に於けるそれと(後述)比較してやや向い

様であった。花艇の上部と下部については Xパイ

ラスの濃度に殆と、完異が認められなかった。雌誌

については供試材料が少量の怨に12傍稀科から質

験を行ったが，濃度が著しく高い場合が認められ

た。雄誌は前記の各部に比しやや濃度が低(，子

房にては濃度最も低く，時に Xパイラスの存在が

認められぬ場合もあった。

又33侍薯と紅丸の雨品顧問に於ける Xパイラ

スの分布及び濃度については殆どi(:異が認められ

なかっ7ζ。

B. 聾養器官

111i1場に於ける漣葉モザイク恨病馬鈴薯此ぴ、に

とれと比較する震に抗'f;病馬鈴薯株よ bの塊草を温

室内に播段して生ぜる拘i;病株の柴養器官に於ける
Xパイラスの分布及び濃度について貫験を行ったo

f，持続病馬鈴薯のJJjj芽についても同様の質験を行つ

アζ。
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本質験にては塊草及び、根には Xパイラスが検

出されなかった。又同一抗原を以て Yパイラス抗

血清(*年末稀斡倍数16，32，64，128及び2561吾)と

混合せしめたが明瞭な反!広を生じなかった。 (Yパ

イラスの反!監は汁液調製後 1日以内に， Xパイラ

スのそれは 2日以内に調べた)。

賞験第3

8月26日，北大農場に於ける限病ftj惇著を用

村山， 111岡，松宮一一馬鈴薯パfラス病の免疫準的研究

I. hlil場に於ける:111:病院鈴著

賓験tfO

7月25日北ーに農場に於ける:itI¥病見時著を1Jt，¥it

第 7表

験i供 if:t: :-~r 吋l 稀 l際百五{
8i品種|部位:3 1 6 1121241判 9611幻13M

した。

質
月

いた。

第 9表

肱快 試| 抗原稀稼倍薮

管品種|部位同三~判的6119.~384
上薬 十十

| 翠上 × 

十

8月26日男爵菜室主下
十+ 十十

| 塊重大 十 十 十十 士
塊茎中 ++ + 士一
塊玄小 十 十 十一

根

資
月

上中 葉薬;

! 

+t 十 十 十 十 士

+十 +十 +tt 十+ + 十
下葉 持十 判十 +t 十十 十 干 ー

翠上 十 一

7月25日 男爵薯|立翠

下

中 十+ 十

十 士 土

+t 十 土

一一

X:卵IJ5.E:不能

葉に於ける濃度は著しく高かったが，根に於

ては反l患を生じなかった。

質験tfc4 

9月27R，北大農場に於ける抗日病紅丸を1日い
7ζ。

中葉及び下葉乾枯

実に於ては草及ぴ塊主によ七して濃度高く，京

の下部にてはパイラスが検出されなかった。塊7誌

の中最も小さなものに於ける濃度は著しくfえかっ
7ζ。

f/;J同一抗原を以て Yパイラス抗血清(格オこ稀

騨倍童文16佑)と混合せしめたるも反[tlBを生じなか
った。との理alについては明かでないが，汁i夜調

製後約2日間(中一夜凍結，一夜冷賊(0-5
0C.))を

経ている事がその原因ではないかと，U-除されるが，

抗原中に於ける Yパイラスの量，共の他が閥係し

ているかも知れない。 第 10表

資
月

一数一

4

E
l
m
 

問
問
一
じ

稀一

6

E

仇
に
け
!

i!~ 試

品種 I'i'rii位
験

質験:U~ 2 

8月17日，札幌市内馬鈴薯品に於ける縦約児

院薯をfJC試した。 上葉 十十 十÷ 十 十

翠上 十 十

茎中 十f 十 土

主主 下 十 十 士

9月27日 ，f，C 丸 旬校

塊茎大

塊茎中 一

塊望小 +十 十十 十

十艮 | 十十
十 士

第 8表

騒「供 l一一τ百重型倍子主主一一一一
I 
""'" 
I MI  ~ .... I .， I L I 1 'J 1 'JA. 1 A.O I "'L 1 日|品種 l部位!原13 1 6 112124 I sP1:* I 'W
，lt. ，'''， I 

J 

I 
V I 
H_  

j -'1 'V j /VI 

中葉及び下菜乾枯股務

抗血清絞末稀稗{告富士，本質験のみ3.'2倍

貫験第5

10月2日，北大農場に於ける抗日病紅丸を供試

上策l ーヤ+ ー十+ 十十 十十 十

中葉 十十 +十 平一

下業 十十 十十 士一

l謹上 +t + 

8月17日男爵薯，
翠塊茎茎大下中
i 

J 

|十

土 ー

塊茎中

塊茎小 ー

十見 一

賞
月
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業Ib|ll:;(::lflrl:|:|二
葉111 1 I:I:I~I;I~I~I 二

供試
j';i¥-f 

3
 1
 

1
 

品 供 託了一一読，h'f:有事事官羽:

す目、精[部位原[3[6[12[24148[96:1吟倒

第 11表

資
月

232 

した。

+ 
2 十+ 十

主上 3 × 
4 ト十 + 十
5 十+ n ++ ↑十
6 4十 ++ 十+ 寸一 十十

++ + 
7 十十 士

整中 3 
十 ート + 一

4 十+ 十 士
予

6 .U  十 士

2 十

翠下 3 ++ + 十
4 十 十 土
5 

土 一一

4 
旬枝 5 十 土

6 十十 +十 十 土

十十 土 土

2 

。塊茎大 3 
十 + 十 + 士
4 

十

+十 +一十 十 土
ワ

塊茎中 3 
十÷ + 士
4 
日 + 
6 十L 十

+ 
2 

塊茎小 3 + 十 十4 ++ ++ 十
F 十
6 十

2 
3 

十艮 4 十+ + 士
5 +十 十 士
6 土

下
上策 +ト ++ 十十

吉長上 ++ 十+: 十十 +十 十 十

整中

"A -F 

士|一一一10月2H 紅丸 旬校 十

塊玄大

塊2立中 十
I I 

塊望小 + 
恨 十十

中・下薬乾枯脱落

供ii.え株は就に枯ij);J期に入り黄唆して;t;-り，上

部の頂葉批び、にZよくの上部が紘色を保っていたが，

設の中及び下部に於てはパイラスが検出されなか

った。塊京に於けるパイラスの浪度も著しく侭か

った。

買験第 6

10月5日，北大農場-の抗H病紅丸を1JI;試した。

第 12表

血世子試 l 抗瓦肩際吾百

す品種|部佐川[3[6[12[的8[96:叫加
資
月

上葉 +キ ト+ 十十 十十 十 十

主主 上 十十 十+ 十+ + 十 + 
室中 ふよ 十 土

'A下 土

10月日日 車工丸 領枝 十十 十十 + 土
塊茎大+

塊翠中 十+ + 
塊茎小 十

根 士

中・下葉乾枯脱落

以上の結果を綜合すると弐去の如くになる o

2実験第 1:男爵袈，7月25日，第2:男筒:薯，8月17日
第3:男爵裟，8月26日，第4:紅丸，9JJ27H 

第5:i紅丸，10月2日，第6:紅丸，10月日H 
x: 列定不能
質検第4の抗血清終末稀際倍鍛は3.'2侍，他は16倍。

第 13表

品"'" 1..."，配J一一一一一吉一京一謙一様一倍一政

綜;耕原[3 I 6 [12 124148阿叫384

以上の賞験結果より漣葉モザイク抗n病馬鈴薯
の葉(上，中，下)，京(..1-.，中，下)，句枚，塊翠(大，

十+ + + + + 土
2 t; +十 十÷ 十 + 十

上葉
3 十+ 十十 十 十 ート

4 t十 ++ 寸十 十 十
日 ++ サ十 十+ T十 十+ ++ ++ 
6 十十 +t -ト+ ++ + 
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Itl，ノj、)及び松の全てに Xパイラスの存在が認め

られた(例々の場合にはパイラスの存在が認めら

れない.1:1;-もあった)。

前記の部位中葉に於τ最も濃度治iく，共の他
の部f立は葉よりかなり濃度が低かった。株がヨた第
に老熟し初めるとき:の中或は下部に於けるパイラ

スの濃度が著しく低くなり，時に全く認められな

くなるo 同一株の塊草の大，中，ノj、に{1くりパイラ

ス濃度の正!I慨には一定の傾向が認められなかった。

塊翠に於けるパイラスの濃度は葉のそれに比して

濯に低'かった。旬校及び、根にでもパイラスの濃度

は低かったが，屡々その存在が認められない場合

があった。クj惇葬及てt紅丸の雨品和問に於ける X

パイラスの濃度及び、分可むについては殆ど発異が認.

められなかった。

II. i毘袋内に栽時せる抗~;病馬鈴薯

農林 l~i主男爵薯，紅丸共の他の品較に比較

してXパイラス桜病株の少ない事ー(村山，山En及び:

松宮 (1950，51);興良(1950a)) 註びに農林 1~走中に

合まれている Xパイラスは病原性の強い系統であ

る事(興良(1950a，b))等が報告され，叉 Hutton

(1948)はXパイラスの mildstrainと S巴ver巴 strain

との芳:異は濃度の主に基き，前者の方が濃度が低

いと主jj;べている。i.連葉モザイク抗11病農林1蹴に於
ける Xパイラスの分布及び濃度を男侍薯主主び、に紅

丸に於けるそれと禿異があるや否ゃを知る鵠に，

i毘宅内ICて前年度開:病株の塊京を播種し，なるべ
く栽iiH削午を一様にして生育せしめた抗n病株につ
いて前同様にして賞験を行った。 1950年秋期に掠

臆したi連葉モザイク根病馬鈴薯塊京を ethylene 
chlorhydrinにて虞浬(i夜出法)し， 11月3日間.宗内

4寸鉢に播種し， 約30-40cmに仲長じた抗日病株

を供試した。供試株の塊草は 5-11.2gr.であった。

質験第 1

3月141;1，桜病男得著をfjiJ試した。

笈
月

第 14表

Iili]場に於ける抗日病株に比して京葉柔軟且つ多

汁にして， Xパイラスの濃度も高く，葉に於ては

京に比して著しく濃度が高かった。

貰験tr~2 

3月22日， !ftH病クHr:J薯を供í~.えした。

第 15表

白払 t 供 試「 抗原稀軍事倍数

責官五副♂57i五戸m山わ~t1幻J3M
上葉 什 十+ ++ 十十 +十 1十

中葉 十十 十十 ト十 十十 十 十 十

下葉 十ト 十+ 十+ 十 + 十 土

3月22日男爵薯
室 t 十+ 十+ ト+ 十 十 + 

整中 +牛 ++ 十十 十÷ 十 十

室下 十 十 十 十 十 × 

塊茎 十+ 十+ 十+ 十+ 十 + 

根

葉， %立及び塊主に於ける濃度は著しく高かっ

たが，根にはパイラスが検問されなかった。

賓験第 3

3月26日，催病男時著ーを伊;-2えした。

第 16表

l供試 抗原稀軍事倍数

持iZ雨戸別3161中州沖吟担176811536
十+1十÷

上中葉葉
十 十 十 土ー

十十 十十 十十 十 十+

下葉 十+ 寸十 十十 十ト

3月 室翠中上
十

男爵薯 十 十十 十一
261::1 

知翠塊枝翠下
十十 十十 士一 ー

干すト

十÷ 十十 十十

根十|十十 十一

貫験第 4

3月22El， !Iii¥病紅丸を-'11いた。

第 17表

誌-一一τr原弓す房一低一敏
資験 1 ___寸一寸 l

月日品種[部位原]3] 6] 1.2] 24] 48] 96!1児;3剖

J:.葉 ++ +-f ++ キ+ 十 十 + 
下中葉葉

十+十+ +1+ 十十 十
十十 十+ 十+十 十 +1+ 

業主錨塊枝Z1 上E 

+ 十十 +1+ 
3月22日 *-r.丸 + +1+ 十+

十十 十十 十一

十

十十 十+ ++1+ +1+ 
+見
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質験第5 以上の賞験結果を綜合すると弐去の如くにな

3 月 23円，抗j[病紅丸を供~ij\ した。 る。

第 18表

雪骨帯雨fi原J371121喧空
上薬 1 1 1村 i++ 1廿 1++ 1刊 1++ 1十
中葉 1 1 1州ト+1++lf+I++1十+1十

下葉 1 1 1件 1++1++1++1十+1十|

3月川相L13;l::1::!:ll+l+ 
"A下 1+1十 l十 1+1ー|ー

塊茎

軍投

土十ふ』十46
 

4
i
 
什
十

.賓験第6

3月16日，椛病農林1蹴を供試した。

矧
一
一
十
一

幻
一
一
+
一

数

一

%

一

〕

汁

叫

|

ん

一

百
戸
川
一
什
斗
l

〕

十

十

十

十

十

十

十

一

望
刈
己

H
i
ぺ

つ

日

十

件

+

十

一

稀↓

|
1
7
1
l
i
1
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-一

一

ロ

一

什

+

一

+

×

什

付

什

+

十

一

原「
!
?
1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-一

表

一

抗

い

円

一

竹

村

一

件

×

廿

件

十

十

↑

m
-
7
3
一

一

件

×

川

竹

村

廿

+

一

第

一

一

涼

一

同

十

件

十

件

↑

一
:
一
土
葉
有
期
判
判
吋
判
利
川
l
一

試

一

間

一

翠

翠

根

一

口川
l
「

上

中

下

笠

置

l
哩

節

塊

塊

一

七

、

一

一

権

一

林

破

t
一

向

山

一

良

l

検
H
一

資
月
一

3月16日

X:列定不能 塊芸大 11.2gr，塊茎小7.3gr.

寅験第7

3月23円，抗日病農林1慌を供試した。

第 20表

質験』供!試 11 手厚帝時市平 J

月日 i品種 1Wlif主|原I3 1 6 112124148196119.'21384 

上葉!
叶++ ++ ト+ 什，+十

中葉 十-1-1 十+ 十十 ++ 十+十+十

下業 +千十+ 十十 十千 十十 f

主主上
3月23日 農l林;虎

十+ 十+.十+ 十す 十十 十+

Z在中 十十 1十十 十 十

室下 十 l十 i十{十 十 十

塊玄 十十 + 十

キ見 I_?; 

第 21表

抗原稀稼 ftl'一政供試1実験
部位番税原 1316112124148196119.'23剖17叫1536

十+ X 十ト ++ + 十 十
2 十十 ++十+ 十+ 十 十 十

3 十+ 十十 十 十 + 土 一
上葉 4 ++ ++ ++ 十+ 十 十 十
5 十十 十+ ++ 十+ 十+ 十+ 十
6 十+ ++!十 十 土
7 十十 十+ 十千 十+ 十+ 十 十

+|×  十+ ++ 十 土
2 十+ 十+ 十 十 十

3 十+ 十+ ++ 十 + 十 一
中葉 4 十 十 十 十 十

5 ++十+ ++ ++ ++ ++ 十
6 十+十 + 十 十 十 十
7 -r+十+ ++ ++ 十十 十+ 十

十+ × す十 十+

2 ++ 十+ 十+ 十 +1+ 士
3 十+ ++ +十 +1+ 一l~葉 4 十+ 十十 十+ + 十十+
5 十+ 十十 ++ 十+ ざ <~i~6 
7 十+ 十十 十十 十+

十+ 十 十 十

2 十+ ++ +十 ート 十 十
3 十

翠上 4 十 十 + 十 十
5 十+ 十+ 十+ 十 + + 
6 寸十 十+ 十+ 十 十 十
7 十十 十十 ++ 十+ 十十 十十

++ ++ 十+ + 十 十
? 十十 十+ 十+ 十十 十 十
3 十 十 + + 

翠中‘ 4 + + 十 十 + 
5 十+十+ + + 
6 +IX X ×十 + 
7 十十 十 十十 + 

十+ ++ 十 十 十 十
つ 十 十 十 十 イト × 
3 + + 一卜 十 土

主主下 4 十 十 十 十 ト
5 十 十 十 十
6 +十 十十 十+ 十十 十+ 十
7 + 十 十 十十 i十

3 廿+
包枝 4 十

6 十+ 十 十

ヲ 十十

3 ト+什十 一卜

4 十す ++ γ十 十十イ

塊茎
5 十+ 十+ ++十士

++ 十+ 十十 十
+ 十 十 十

++ 十 十
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根

笠験第 1-3，男爵薯; 第6-.7，農林

l挽 X:列定不能

以上の貫験結果より見るに農林1披に於ける

Xパイ・ラスの分布及び濃度は男時薯及び紅丸のそ

れと殆ど主異がなく， 3品種共殆ど同様であった。

本質験に於ても!l1lI場に於ける様子丙株の場合と

同様に実に於て濃度が最も高かった。葉の上，中，

下については殆ど濃度に差異が認められなかった

が，下:J¥t・が老熟黄越して来るとパイラスの存在が

認められなくなる。翠は葉に比して濃度は著しく

fまいが葉に於けると同様その上，中，下に於ける濃

度の1f~は認められない様であった。旬枝及び塊主

に於ては供r;え材料全部にパイラスの存在が詮明さ

れた。根に於てはパイラスの濃度最も低く，時に

検出されない場合もあったa

以上の結果を11111場に於ける脳病株と比較する

と一般に各部位に於けるパイラスの濃度はかなり

尚かった。

III. 抗日病.~!~鈴薯塊玄の)lJj芽

私共(1950，51 c)はi蓮葉モザイク及びXパイ

ラス初i;抗un鈴薯塊荒に於ける Xパイラスの検出を
血清反!底抗ぴに接種試験に依り行ったが，その検

出率はかなり低かった。殊にスライド法にてはそ

の検出は極めて困難で、あったが，指じ病塊室よりの

前芽をiJjいた場合にはスライド法にても著しく高

率に Xパイラスの検出が可能なる事を認めた(村

山及び山[11(1951))。私共は抗H病馬鈴薯塊室中に於
ける Xパイラスの濃度につき更に寅験を行った。

1950年秋期収穫の漣葉モザイク抗H病馬鈴薯

(男爵薯及び紅丸)の塊支を貰験室中にて保存し，

1951年春出芽せるものについて，その腕芽を用い

て前同様にして貫験を行った。

貫験第1

4月11日，抗H病塊室のilH芽 (3--5cm)を供試
じた。

前

回目

男爵薯

紅

抗血清終末稀樗倍数16倍

本貰験に於てはilJi芽に於ける Xパイラスの濃

度は著!ノく高く，実に於けるものと殆ど同絞であ

った。

賓験弟2

4月27日， .rMMまよりの塊翠3佃(男惇薯2

制;及び主I丸1仰)のilJi芽について賞験を行った。

第 23表

抗原稀穣ー草取

品種質検 ¥ n. ¥.n ¥ A/ ¥ 'An\nn.\~/ol 
番競 12 124 1佑 196119213白1768;1536 

男爵薯

紅

本質験に於ては前賞験に比して前j芽に於ける

濃度はかなり低かったが，その理由について明か

でない。

IV. 論議及び結論

同鈴薯漣葉モザイク病はx;及びYパイラスの

複合感染にf:tくって生やる病害で、ある。

X或;まYノミイラス単調に依る病徴は馬鈴薯品

種註びに夫々のパイラスの系統に1kって差異があ
るが， X及びYパイラスの複合感染に依る病徴は

概して一様であって， i連葉モザイク病或は縮葉モ

ザ、イク病時に壊直モザイク病(農林1枕，興良及

び1、室(1950))等の病徴を呈する。 かかる漣葉モ

ザイク抗H病馬鈴薯に於ける X及びYパイラスの複

合欣態，又病徴の推移註びに疾病の経過にf!l'う雨

パイラスの消長等の問題担明かにする1.0に先歩、漣

葉毛ザイク抗u病馬鈴薯内に於ける X及びYパイラ
メの分1/J及び濃度について血清製的研究を行った

が，っか寛輸にて供試の抗ii病馬鈴薯の搾汁は Yパイ

、~
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ラス抗血清との反!庄が弱く， Xパイラスとの相互

的闘謹のもとに於ける充分なる比較研究が行えな

かったので，ーみ~1J:ff究に於ては Xパイラスのみを主J

象となし， 1.連業:モザイク :liH病X!~鈴事内に於けるそ

の分ギji及び濃度について血清原二的に寅験を行っ

た。本文に於てはXパイラス抗日書諸国鉛薯に於ける

分布及び濃度については鯛れていない。Ross(1940) 

はX及び、Yパイラスに感染した馬鈴薯 (Placid)に

てはXパイラス単調で感染した場合に比して，Xパ

イラスの量が遣に多く， Xパイラスの mildstrain 

では共主は約5佑に達したと述べている。

オー;報台に於てはItJII場に於ける抗日約株を釘象と

した場合と，温室内に於て栽培(条件をほぼ一定に

して馬鈴薯3品種(児院著，紅丸及び農林1披)を

mい夫噌;の~W病株を供íi.えした場合に於ける Xパイ

ラスの分布及び濃度と，指i;病塊翠よりの萌芽を用

いての Xパイラスの濃度について夫々血清J事的に

研究した結果について述べた。

民生iI著を花器と栄養器官とに分ち，犬々賓験
をこ行ったが，花器にては花梗，事片，花男)yi，推謹，

雌持及て広子房の各部に Xパイラスが在存し (1日l々

の場合にパイラスが検出されない事もあっtc¥草
片に於てパイラスの濃度が最も高く，之に釘し子

房にては最も濃度が低く，時にその存在が認めら

れぬ上場合もあった。モザ、イク抗1'1¥病グパコに於て，

Allard (1914，15)は花冠，荊，雌Jii，子房及び種子

にパイラスが存在すると述ペ， Gratia (1933)はよj!;

1えにはパイラスが多いが，種子の内部には認めら

れぬと報脅した。平山及び湯浅(1935)は花部に於

てモ茸，革，花期lit，約，稀ではあるが花粉形成*iI1

胞， 花粉母細胞， 花杉粉j及てび』

びび盲具常ノj、体が見られると報昔し7たζo 又 Gratia及び

Manil (1936)は革， 花冠(槌色部)にはパイラスが

存在するが，雄ZE及び雌躍にはないと云い，松本

(ρHJ叫41り)ばyパζイラスは革片

挺及びび、也に千存子在し(血清反胞肱:にて)， 草片及びび、花紳

に多いが，雄五li，雌是正及び子房には少ないと述べて

いる。又松本(194主)は抗日病タパコの花緋に斑紋の

ある場合は濃色の部より淡色の部にパイラスの多

い事を報台したが，i連葉モザイク抗日病馬鈴薯にて
は，花排l乞於ける斑紋が明瞭でない。パイラス抗il

し

病杭物の粒子(未熟或は完!i.Mにパイラスの合まれ
ている:fj{.，主主ぴにパイラスが種子博染をなす事が

多くのパイラス病にて会¥1られているが， i通業モザ

イク抗iJ九回鈴著に於てはtw:W::h~困難にで抗日病巣を

得るlJf.が出来すコ，該部に於ける Xパイラスの分布

及び濃度については賞験を行う.!:f1.がtlBIえなかっ
た。私共(1950，51c)ほ馬鈴薯貫生株に於てXパイ

ラスの検出を行い，質生株にはXパイラスの合ま

れていない司王を報じた。

ーたに柴養器官を葉(上，中，下)，室L上，中，下)
匂校，塊藍及lA根に分け，各部に於ける Xパイラ

スの分ギ'ji及び濃度について宣験を行ったが，以上

の全ての部分に Xパイラスの存在が認められ(但

L111.j々 の質験にては部位に依りパイラスの検出さ

れない場合があっtc.)， 葉に於て最も濃度が高かっ
た。然し株が老熟すると京営或は枯死した下葉及

び宮〈の下部に於てはパイラスのi農皮が著しく低く，

時に全く検出されない場合もあった。Bercks(1949， 

50) j1: 1i{ると完熟期馬鈴薯にで Dukeof Yorkの黄

鑓枯制した葉には血清反l監に依り Xパイラスが認

められたが， Priscaにては認められなかったとの

事である。

j同弓一拘矧紙iじ11，仇ん
. 

Xパイラスの濃度についてはその声高ii低旦に一:広ιの傾傾
向がJ見主られ2な=かつ7たζ。 Schultz及び Folsom(1920) 

は塊玄の大きさと費約率ーと閥係があり，大きな塊

]~f.:~費約率が高いと云う傾向があると述べている。

初日病杭物体各部に於けるパイラスの分布及び濃度

を比較するに{JlJ試株に於ける奨(枯凋葉を除く)に

於ては常に必歩、パイラスの存在が認、められたが，

翠及び勾J;伎に於てはパイラスの存在が認められね

場合があり，塊翠及び根に於てはパイラスの検出

されぬ事がかなり多かった。

同 -:~i;病株中の全ての塊草が抗H病していない

J'JJ.位ぴに同一抗H病塊zafから健全及び市;1約株の時折
生やる事は屡々lilil場或は温室栽培中に見られ，塊

童全部に常にパイラスが存在しているとは限らな

いt主である。

私共(1950，51)が用調健全.14鈴薯の葉及び塊
Z立に於ける Xバイラスの検出をと行った際にも同一

株の葉に於ける検出三容は塊翠のそれに比し迭に高
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かった。

抗i;病株の各部に於ける Xパイラスの濃度を見

るに葉(殊に上実)に於て最もi農皮肉く，共の他の

部位は実に比してかなり低いが，支に於てもJ二部

に於てやや濃度が~jい事が認められた。根に於け

る濃度は著しく低く屡k その存在が認められぬ事

があっtco
以上の諸賄はタバコに於けるタバコモザ、イク病パ

イラスの分布及び濃度と殆ど同様で、あるが，該パ

イラスは株の先端部及び支の上部にはパイラスが

少なく，根に於けるパイラスの濃度は草.のそれよ

り高く， 3廷に於ける濃度と殆ど同等にて著しく高

い事が報告され， (松本及び干ulH雫， 1932;;絵本及び、

千根， 1935;松本 1941，1943 b)，とれば漣葉モザイ

クJぽH病馬鈴薯に於ける Xパイラスの濃度と異る所

である。松本(1943)の煙草刻斑欣斑貼病パイラス

の血清率的研究に依れば玄及び根に於けるパイラ

スの量は大したものでなく，有つでも僅少にて，

とれはモザイク系斑鞘荊が根に於て多量のパfラ

スを有するのと異るとの事であるが，かかる賄よ

り見てノξイラス病院flえって杭物部位に於けるパイ

ラスの濃度がかなり異る様に忠われる。

.l1iJ内=同鈴薯の各市に於ける Xパイラスの分布

及び濃度については児院薯註ぴに紅丸の1mに殆ど
主具が認められなかった。農林1蹴は男倖著;及び、

紅丸守;に比して健全株が多く(村山等 1950，51;興

良 1950a)又農林 1枕中の Xパイラスは強系統な

る事が報ぜられている(興良1950aム)0H utton (1948) 

は血清接的研究にf:{{り Xパイラスの mildstrainと

se vere s trai nとの差異l工濃度の去に基き前者が濃

度低く，後者がi告iいと述べている。

農林1蹴， m時薯及び紅丸の 3品種を111ぃ，
温室内にて同一保件のもとにて栽培した漣葉モザ

イク縦約株を供iIえして 3品種間に於いてXパイラ

スの分布及び濃度に差異があるか否かを調べた。

共の結果，農林1披，男侍薯誼びに紅丸3品種の|自

にXパイラスの分布及び濃度については殆ど差異

が認められなかった。叉岡場に於ける抗日病株と比

較し， Xパイラスの分布には殆ど差異が認められ
なかったが， Xパイラスのi民度については各部位
に於ける高低の傾向は[1m場の紙病株と殆ど同級で
あったa 然じ温室内栽培のものは，その濃度がー

般に著1...く高い傾向を示した。而して葉に於て濃

度が最も高く，根に於て最も低かった。

苦たに祁:病塊翠よりのMH芽をfIjいてその濃度を
調べたが，それは著しく高¥，葉に於ける濃度と

殆ど同程度の場合も認められた。私共(1951a)は

Xパイラス抗u病馬鈴薯塊衰の血清接的診断はかな
り困難で、あるが萌芽を用いればスライド法にても

簡単に検出し得る事を報脅した。

Bawden， Kassanis及び Roberts(1948)は米熟

の塊草ではパイラスの濃度が低く沈降反憶に依り

Xパイラスは検出向ラいないが，萌芽・の搾汁lま葉の

それとほぼ同等のパイラス濃度をこ有し，バイラス

の検出が可能なる事を主jj;ペた。

Stapp (1943)， Stapp及V::Bartels (1950)も馬鈴

薯の葉或は塊撃のWf芽を用いXパイラスの検出を

血清一撃的方法にf:l{り行った。

V. 摘 要

1) 連葉モザイク脳病.同鈴著に於ける Xパイ

ラスの分布及び、濃度をと血清撃的に研究した。

2) 花梗(上，下)，革片， 花期~ー， 雄正註主， 雌』詳主及

び

3め)花梗，革片，花排及び雌証にては他の部

分に比し濃度が尚く，革片に於て最も濃度が出iか

った。

4) 子房にてはXパイラスの濃度最も低く，

時にその存庄が認められぬ:)'Ji.もbった。

5) 見時薯と紅丸雨品種間に於ては花器に於

ける Xパイラスの分布及び濃度には殆ど差異が認

められたかった。

6) 葉，翠，旬枝，塊草及び根に於ては全て

Xパイラスの存在が認められた。

7) 葉に於ける濃度は他の部分に北L最も濃
度が高かった。

8) 株が老熟し初めると童英の下部に於ける

パイラスの濃度ば著しく低くなり，時に全く検出

し得られなくなる。

9) 同一株の塊翠の大中ノj、に依りパイラスの

濃度の高低には一定の傾向が認められなかった。

10) 男陣幕及び紅丸岡品種聞にては柴養器官

の各部に於ける Xパイラスの分布及び濃度には殆
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ど差異が認められなかった。

11) 見間募，紅丸及び農林:1蹴の抗i¥病株主と温

室内にて同一保件のもとに状土庁し，犬等に於ける

Xパイラスの分布及てF濃度についてよ七脱したが，

共等3品位には殆ど:);::異が認められなかった。

12) 温室内にAx:l:lf じ td1E~，丙株に於ても IlIìl場に

於ける場合とほぼ、同様にて葉に於てXパイラスの

濃度故も向く， ~1~に於ては最も低く，時に検/:1\ さ

れない場合があった。

13) 葉の上，中，下或は藍の上， rJ:l，下について

はその'濃度に殆ど主異がなかったが，株が枯(}~î し

初めると下実に於けるパイラスの濃度は著しく低

くなり，時に検出されたくなる。

14) lilil場に於ける抗i;病株よりも，温室内に北

地せるものの各部位に於ける Xパイラスの濃度は

一般にかなり高かった。

15) 存期抗¥;病塊翠よりの国j芽をmいて Xパイ
ラス、の濃度を調べたが，棄に於けるそれにほぼ等

しきか或は僅に低く，一般にその濃度は著しく高

かった。
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Resume 

The crinkle mosaic disease of potato is caused by the composition of potato X and Y viruses. As the 

expressed juice of potato plants affected with crinkle mosaic showed very weak reactioll to anti-Y-virus 

serum in the precipitin reaction， so the authors could not investigate the distribution and concentration 
of X and Y viruses simultaneously in their mutual reaction. In the present paper， there were reported 
the experiments concerning the distribution and concentration of only X virus in the potato plants affected 

with crinkle mosaic. 

Experiments on the distribution and concentration of X virus in floral and vegetative organs wcre 

carried out by means of the serological method， especially by the precipitin reaction during a period from 
the summer of 1950 to th巴 springof 1951. 

The results of the experiments w巴reas follows: 

1) 丈 viruswas demonstrated in all parts of the floral organs of the diseased plants， i. e. in peduncles， 
sepals， petals， stamens， pisti1s and ovaries. 
2) The concentration of the virus wぉ considerablyhigh in the peduncles， sepals， petals， and pistils， 

highest in the sepals. 

X virus showed the lowest concentration in the ovaries and sometimes was not detected in them. 

3) In the Irish Cobbler and Benimaru vari巴ties，ther巴 wereno differences in the distribution and 
concentration of X virus in the floral organs of the diseased plants. 

4) In the vegetative organs of the diseased plants grown in the fields， X virus w?s detected in all 
parts of the organs， i. e. in leaves， stems， stolons， tubers and roots. 
5) The concentration of the virus was higher in the leaves than in other parts， but when the plants 

grew old， the concentration was extremely low; often the virus could not be detected in the basal leaves 
or stems. 

6) Among the tubers whether large or small， of any plant there were no appreciable differences in 
the concentration of X virus. 

7) No difference was recognized in the concentration of the virus in the vegetative organs of the 

affected plants in two varieties， Irish Cobbler and Benimaru・
. 8) In three varieties， Irish Cobbler，' Benimaru and NoriIf No. 1， there were no differences in the 
distribution and concentration of X virus in the comparative studies when they were grown under uniform 

conditions in the greenhous巴 Inthe last variety， it was found that there were more X-virus-free plants 
than in the other two varieties. 

9) The concentration of the virus was highest in the leavas and lowest in the roots of the affected 

plants grown in th巴 greenhous巴 andgenerally speaking， the concentration was higher in the diseased plants 
grown in the greenhouse than in those grown in the fields. 

10) In the sprouts which emerged from the diseased tubers， the concentration of the virus was remar-
kably high， as it was so in the diseased leaves. 


